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関西大学と象印マホービン株式会社によるマイボトル所持率の向上を目的とした取組み「関大マイボトル 

アンバサダー『ECO ひいきプロジェクト』」の活動が佳境を迎えています。本取組みは 2024 年 5 月に    

スタートした SDGs に関心の高い学生が挑む正課外での社会貢献型の超実践的 PBL（問題解決型学習）   

活動で、さまざまな企画を通じて、マイボトル所持者を「ECO ひいき」する活動を学内外で積極的に     

展開しています。 

 

 

同プロジェクトを推進するのは「関大マイボトルアンバサダー」の学生たち。現在約 20 名で活動しており、

発足して約半年で以下の実績を積み上げてきました。学生たちは象印マホービンの全面協力のもと、月一回の

定例会を通じて、マイボトル普及に向けた課題の洗い出しから、解決に向けたアイデア出し・企画立案、イベ

ント実施と、着実に PDCA サイクルを回しています。 

11 月 27 日（水）には、「関大 SDGs×万博 Weeks」の企画の一つとして、マイボトル給茶体験会を実施。

マイボトルの持参を呼びかけつつ、マイボトルを所持していない学生には象印マホービン提供のステンレス

マグを一日貸し出しする贅沢な企画となっており、さらに味の素 AGF 株式会社提供のマイボトル専用パウダ

ードリンク『Blendy® My Bottle Stick』も配布し、単なる給茶に終わらせず、ピーチルイボスティーや    

アセロラ風味のドリンクなど“味変”で色々なマイボトルの楽しみ方を体感できる設計としました。 

今後はアンケート調査の結果を分析し、マイボトル普及に向けた提言を行うほか、フォトコンテストや  

オリジナルグッズの開発等を通じた広報活動にも注力し、減プラや資源の節約に向けた取組みを加速させて

いきます。また、この活動は大阪・関西万博「TEAM EXPO2025 プログラム／共創チャレンジ」にも登録し

ており、2025 年には万博会場での成果発表も予定しています。 
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・関西大学 SDGs 推進パートナーの象印マホービンとの産学連携活動 

・関大マイボトルアンバサダーが減プラ等を目的にマイボトルの普及に取り組む 

・給茶スポットの体験等を通じてマイボトル携帯による“お得”を学内外に発信 

 
本件の 

ポイント 
 

■ 学内外で仲間を増やそう！イマドキの ECO 学生はマイボトルを携帯！ ■ 

関大マイボトルアンバサダー「ECO ひいきプロジェクト」 
～ SDGs パートナーの象印マホービンとの産学連携活動 ～ 
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■ 関大マイボトルアンバサダーとは 

象印マホービン株式会社と協働で展開する「関大マイボトルアンバサダー『ECOひいきプロジェクト』」

の中心的役割を担う大学公認学生コミュニティ。アンバサダーとして、プラスチックごみの削減や  

使い捨て容器の生産・輸送に必要な資源の節約等を目的に、学内外におけるマイボトル推進のための 

企画立案・運営を行う。2024 年 5 月に発足し、第 1 期の活動期間は 2025 年 3 月まで。任務を完遂した

学生には、アンバサダー修了証を発行する。 

 

＜関大 SDGs×万博 Weeks「マイボトル給茶体験イベント」の概要＞ 

【日 時】11月 27日（水）12：00～16：00 （※取材可能時間：12：00～13：00） 

【場 所】関西大学千里山キャンパス悠久の庭 

【概 要】給茶体験を通じたマイボトル普及啓発活動 

▼イベント詳細 https://www.kansai-u.ac.jp/expo/news/entry/post_80679.html 
 

 

 

※取材をご希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。  

 

本件に関するお問い合わせ先 
関西大学 総合企画室 広報課  担当：明原、伊地知、小林 
〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 Tel.06-6368-1131  Fax.06-6368-1266 
www.kansai-u.ac.jp 

＜関大マイボトルアンバサダーと学生を支える象印マホービンの社員の方々＞ 

https://www.kansai-u.ac.jp/expo/news/entry/post_80679.html

